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 2012年度上期の売上高は、対前年同期比▲5.6％減収の9,308億円、営業利益は
同▲16.3％減益の1,112億円、売上高営業利益率は同1.5ポイント減の12.0％となりました。

純利益は対前年同期比▲30.2％減益の661億円となりました。2011年度第1四半期に
計上したコマツレンタルの吸収合併に伴う税効果127億円等の一時的な要因により、
今期の減益率は実質よりも大きくなっています。

本年7月に公表した上期の見通しに対して、売上げはやや下回りましたが、営業利益、
純利益は上回りました。

建設機械・車両部門の売上高は、中国の建設機械需要の低迷、燃料炭価格の下落に伴う
インドネシアの石炭鉱山向け需要の急減を、日本・北米の建機機械、石炭鉱山向け以外の
鉱山機械等で補い、対前年同期比で若干の減収にとどまりました。

建設機械・車両部門のセグメント利益は、販売量の減少に加えて為替がユーロに対して円高とな
ったこともあり、対前年同期比で減益となりました。

産業機械他部門は、プレス機械、工作機械の需要は堅調でしたが、昨年度の第1四半期にワイ
ヤーソーの売上げが大きかった事に加え、仮設のプレハブハウス需要も一巡し、
対前年同期比減収減益となりました。

本日の取締役会において、今年度の中間配当を24円で決議致しました。
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 2012年度第2四半期（7～9月）の売上高は、中国・インドネシアの需要減、ワイヤーソーの
需要低迷を、日本・北米の建設機械および石炭鉱山向け以外の鉱山機械等でカバー
しましたが、対前年同期比▲6.3％減収の4,609億円となりました。

建設機械・車両部門の売上高は、対前年同期比▲2.5％減収の4,093億円、
産業機械他部門の売上高は、ワイヤーソーの販売減少等により、
同▲28.6％減収の541億円となりました。

建設機械・車両部門のセグメント利益は、対前年同期比▲6.6％減益の553億円、
セグメント利益率は同▲0.6ポイント減の13.5％となりました。

産業機械他部門のセグメント利益は、収益性の高いワイヤーソーの販売減少の影響が
大きく、対前年同期比▲85.3％減益の9億円となりました。

営業利益は対前年同期比▲14.0％減益の555億円、売上高営業利益率は
同▲1.0ポイント減の12.1％となりました。

純利益は対前年同期比▲12.8％減益の339億円となりました。
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建設機械・車両部門の四半期毎の売上高は、リーマン・ショック以降、2009年度から
回復基調が続いていましたが、2012年度第1、第2四半期の売上高は対前年同期比で
やや減収となりました。

四半期毎のセグメント利益は、売上高と同様、リーマン・ショック以降、回復基調で
推移し、セグメント利益率は、2010年度第１四半期に13％を超え、
その後も13～14％の高い水準で推移しています。

 2012年度第1四半期は13％をやや下回りましたが、第2四半期は為替が対ドル、ユーロ、人民
元いずれも第1四半期より円高となる中、利益率は改善し、13.5％となりました。



 2012年度第2四半期（7～9月）の建設機械・車両部門の地域別売上高（外部顧客向け）は、
中国およびインドネシアを中心としたアジアでの減収の影響が大きく、対前年同期比 ▲2.3％
減収の4,087億円となりました。

建設機械の需要低迷により、中国の売上高は対前年同期比▲43.9％の減収、
インドネシアの石炭鉱山向けの需要が急減したアジアでは▲35.4％の減収となりました。

日本、北米の需要は引き続き堅調に推移し、対前年同期比で増収となりました。
また、石炭鉱山向け以外の鉱山機械の需要が大きい中南米、オセアニアの売上高は、
四半期の売上高としては過去最高となりました。

 インドネシア以外の鉱山機械需要は堅調に推移し、鉱山機械の売上高は
対前年同期比＋19.7％増収の1,633億円となりました。

中国の売上構成比は、2011年度第2四半期が9％でしたが、
2012年度第2四半期は5％へと大きく減少しました。
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 2012年度上期（4～9月）の売上高は、中国・インドネシアの需要減、ワイヤーソーの需要低迷を、
日本・北米の建設機械および石炭鉱山向け以外の鉱山機械等でカバーしましたが、対ユーロ等為
替が円高に進んだこともあり、対前年同期比▲5.6％減収の9,308億円となりました。

営業利益は対前年同期比▲16.3％減益の1,112億円となりました。
売上高営業利益率は同▲1.5ポイント減の12.0％となりました。

純利益は対前年同期比▲30.2％減益の661億円となりました。2011年度第1四半期に
計上したコマツレンタルの吸収合併に伴う税効果127億円等の一時的な要因により、
今期の減益率は実質よりも大きくなっています。
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 2012年度上期（4～9月）の地域別売上高（外部顧客向け）は、▲1.9％減の8,376億円と
なりました。

石炭向け以外の鉱山機械の需要が大きい中南米とオセアニアの売上高は半期の売上高として
も過去最高となりました。

 2012年度上期の地域別売上高は、中国が対前年同期比▲45.3％減、インドネシアを含むア
ジアが▲16.1％減となりました。ヨーロッパも為替の影響もあり▲16.1％減となりました。

地域別売上構成比は、中国が去年の13％から7％に約半減しました。

 セグメント利益は1,095億円となり、売上高セグメント利益率は13.1％となりました。
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建設機械・車両のセグメント利益について、当期と前年上期を比較し、増減要因を示しています
。

為替、固定費、物量等のマイナス要因を販売価格の上昇でカバーし、売上高セグメント利益率
は13.1％となりました。

為替の影響▲30億円のうち、ユーロが約▲28億円、豪ドルが約▲9億円、ドルは若干プラスで
した。

固定費は、対前年同期比では52億円増加していますが、当初の計画よりは約50億円少なめ
の運用をしています。

上期の途中から生産調整を行った影響で約▲30億円、鉱山機械の出荷はかなり進んだものの
、まだ代理店に在庫が残っており、その影響で約▲70億円それぞれマイナスとなりました。

販売価格差は北米等各地域で順調に価格を上げており、174億円プラスとなりました。
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 2012年度上期の売上高は3,185億円で前年同期の2,615億円に対して＋22％、前年度下
期に対しても＋260億円増加しており、7月時点の年間見通しより若干プラスで推移していま
す。アジアではインドネシアが前年同期より減少しましたが、オーストラリアと中南米向けが堅調
に推移し、全体ではプラスの結果となりました。

右上の円グラフは2012年5月末と9月末で、鉱物資源別に2012年度の出荷予定分を抽出し
た受注残構成比です。5月末時点では燃料炭が28％ありましたが、キャンセル等の影響で9月
末時点で12％まで縮小しました。

右下のグラフは鉱山機械の売上高を本体・サービス等と部品に分けたグラフです。鉱山機械の
配車台数はかなり増えており、部品の売り上げも対前年比＋11％増と順調に増えています。
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産業機械他部門では売上高が対前年同期比▲392億円の減収となりました。

 マイナス要因の大きなものは、コマツＮＴＣのワイヤーソー需要減で▲360億円、コマツハウスの
仮設住宅用プレハブの需要一巡で▲115億円等です。一方でコマツＮＴＣの工作機械やコマツ
産械の売上が増加しています。

 プレス機械と工作機械の受注残は、自動車メーカーの受注が堅調で、少しずつ増えています。

 セグメント利益は収益性の高いワイヤーソーの売上減の影響が大きく、対前年同期比▲118億
円減益、セグメント利益率は3.4％となりました。
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 リテールファイナンスは総資産が4,110億円となり、前年同期比＋290億円（為替差を除く実質
では＋約220億円)増加しています。

資産は北米、鉱山機械が好調なオーストラリアとチリ、市場環境が好調なタイが増加しました。
一方、中国は債権回収が進んだ影響で減ってきており、欧州や日本も若干減少しています。

収益面では、資産が増加している北米やチリを中心に利益が増えています。



 2012年度9月末の総資産は2兆2,040億円と、対前期末比▲1,164億円減となりました。

受取手形・売掛金が対前期末比▲839億円減、棚卸資産が▲94億円減となりました。棚卸資
産は6月末には3月末より多い6,150億円強ありましたが、第二四半期だけでも鉱山機械を中
心に▲100億円以上在庫が減っています。下期以降さらに減る見込みです。

借入金・社債は278億円減となりました。ネットD/Eレシオは0.53と前期末から改善方向に向か
っています。
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